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本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  
取組目標 成果目標 

自己

評価 

関係者 

評 価 
意見 

 

新学習指導要領に即

し、新工学科において生

徒の基礎的な学力及び

技術･技能の定着を図り

学び続ける人の基盤作

り 

･基礎力診断テス

トの学年の 60％

以上が学習到達

度 C1以上。 

･｢授業のある日は

授業以外で 1 時間

以上学習に取り組

んでいる」と答え

る生徒 80%以上。 

Ｂ Ｂ 

・「家にいると学習意欲がわかな

い」や「勉強する習慣がない」

の理由がありました。生徒の80%

以上に期待するのは難しいと思

います。課題を与えて習慣づけ

ができればと思います。 

・家庭学習の定着には、ある程度

の宿題量も必要。 

･観点別評価のル

ーブリックを踏

まえた授業及び

評価を実践して

いる教員 100％。 

･｢各授業の目標と

自身の取り組む課

題がはっきりして

いる｣と答える生

徒 80％以上。 

･自身が取得可能な

資格・検定につい

て理解している生

徒 100%。 

･卒業時の生徒の

国家資格･試験に

おける取得･合格

者率 60％以上。 

Ａ Ａ 

・卒業時の生徒の国家資格・試験

等の取得・合格者率 60%以上と

ありますが、資格取得の必要性

を発信して、挑戦者の数を目標

設定に加えればと思います。 

・国家資格・試験等の合格者数で

判断すべきと思います。 

 

ＩＣＴの活用と「主体

的･対話的で深い学び」

の充実 

･ICTを活用した授

業に取り組んで

いる教員 100％。 

･一人一台端末の

効果的な活用に

資する授業公開

を１回以上実施。 

･授業を参観した

教員 100%。 

Ａ Ａ 

・社会においては、ＩＣＴの活用

は 100%必要な時代と思います。

教員のＩＣＴ活用率100%に期待

します。 

・ＩＣＴの活用の具体例を示して

ほしい。 
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･授業以外で生徒

が議論、協力､発

信する場面を設

定した教員 80%以

上。 

Ａ Ａ 

・生徒の課題発表会を見学しまし

た。素晴らしかったです。多く

の人に向って話す能力が求めら

れると思います。 

 

計画的なキャリア啓発

と個に応じた適切な進

路指導の推進 

･学科・学年・分掌

が連携し３年間

を見通したキャ

リア啓発活動を

企画･実践する。 

Ａ Ａ 

・大変重要な取組みだと思いま

す。進路指導の具体的な成果や

状況を知りたいです。 

･キャリアパスポ

ート、ポートフォ

リオを有効活用

し、生徒の希望や

適性に応じた進

路指導を推進す

る。 

Ａ Ｂ 

・キャリアパスポートやポートフ

ォリオなどの活用例を示してほ

しい。 

 

豊かな人間性を持ち地

域や産業界でリーダーと

なる生徒の育成 

・準備を終えて授

業・実習に臨む

生徒 100％。 

･｢挨拶や身だしな

みの指導に納得で

きる｣と答える生

徒･保護者 80％ 

以上。 

･自身が守るべき

ルールについて

考えた生徒 80％

以上。 

Ａ Ａ 

・リーダーとなる生徒の育成につ

いては、成果目標の達成と同時

に課題発表会などを通して、自

分の意見を発表できる機会を増

やし、達成感を経験させること

が大切だと思います。 

・「掛工に入学してよかった」の

回答は 100%を目指したい。 

･「学校生活が充実

している」と答え

る生徒 80％以上。 

･「掛工へ入学して

よかった」と答え

る３年生 90％以

上。 

･生徒が参加した学

校改善プロジェク

トの継続実施。 

･各工学科で一つ

以上の外部機関

等と連携した課

題研究、実習の

設定。 

Ｂ Ａ 

・課題研究やものづくり大会など

校内外でしっかり取り組んでい

ると思います。オリーブの搾取

機の製作を茶業機械メーカーと

協力して取り組まれたことに感

謝したことを覚えています。こ

のような取組を更に進めていた

だき、遠州の中小企業を応援し

ていただきたいです。 

・数値目標が高いと思う。７割く

らいでちょうど良いと思う。 

・魅力あるものづくりにする為に

継続して我々企業との活動が出

来る事を期待します。 

・中東遠で唯一の工業高校らしい

活躍を今後も期待しています。 
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･１カ月(読書週間

含む）に２冊以上

の本を読んだ生

徒 50％以上。 

Ｂ Ｂ 

・月に 1度、読書の時間を設定し

てはいかがですか。 

・クラスで読書会など感想や意見

を共有する機会があれば面白い

と思う。 

 

「ものづくり」の魅力拡大

に寄与する教育･広報啓

発活動の展開 

･小､中学生が｢もの

づくり｣を体験し

魅力を感じる教育

プログラムの開発

と小・中学校、地

域での実施。 

･講座や学校説明

会等に参加した

児童生徒及び保

護者数 1,000 人

以上。 

Ａ Ａ 

・小中学生が「ものづくり」を体

験し魅力を感じてもらう取組は

大変重要です。生徒にとっても

良い経験となります。 

・非常に良い成果をあげている。 

・地域への活動をさらに充実・貢

献していってほしい。 

･出前講座、説明会、

巡回展示、広報活

動の検証と実施。 

･新しいホームペ

ージの立ち上げ

と週あたり３回

以上の更新。 

･公式Instagramの

投稿発信 300件

以上。 

Ｂ Ｂ 

・「掛工」のすばらしさを広く多

くの人に知ってもらう、情報発

信にさらに力を入れてほしいと

思います。「報道機関」に情報提

供しテレビ・新聞の活用に努め

ください。 

・「なんか楽しそう」「制服がかわ

いい」など噂や口コミが大切。 

・なぜ達成できなかったのか理由

や原因が分かると良い。 

・対象を明確にする必要性あり。 

・Instagramの更なる活用を期待

します 

 

生徒･教職員が安全･安

心に授業や諸活動に取

り組むことができ、地域

や保護者から信頼され

る学校の教育環境整備 

･｢校内に悩みを話

せる教員や仲間が

いる」と答える生

徒 75％以上。 

･学校全体で１日

あたりの欠席 6.0

人以下、遅刻 2.0

人以下、早退 1.0

人以下。 

･支持的・支援的な

生徒指導に対す

る研修の実施。 

･｢学校は感染症対

策等に配慮して

教育活動を行っ

ている」と答える

生徒 100％。 

Ｂ Ｂ 

・クラブ活動を通してなど、仲の

良い仲間づくりに取り組んでほ

しいと思います。 

・「悩みを話せる教員や仲間がい

る」と回答する生徒が 75%以上

だったのは立派。欠席者は感染

症の関係上、難しい目標だった

思う。結果は良好である。 

・欠席が２､３日続いたら電話等

で連絡いただけると子供も意識

が変わると思う。 
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･「校内が安全に整

備、整頓されてい

る」と答える生

徒･保護者 80％

以上。 

Ａ Ａ 

・トイレが汚いとの意見がありま

すが、安全を脅かす建物等があ

れば、優先的な整備が必要です。 

･防災訓練の年３回

以上実施。 

･日常の振り返り

に基づく安全教

育の毎月実施。 

Ｂ Ｂ 

・生徒の力を地域の防災活動に活

かしてほしいと思います。 

・安全教育の毎日実施の具体例を

示してほしい。 

 

学科･教科･分掌を超え

た業務の平準化・効率

化の推進 

･一人当たりの年

間時間外在校時

間 20％削減。 

･各学科･教科･分

掌で業務の平準

化又は効率化に

向けた提案１件

以上。 

･一人当たりの年

間の休暇取得時

間 100時間以上。 

Ｂ Ｂ 

・インターネットの導入により、

業務の効率化が進んだと思いま

す。教育は効率化だけで評価す

べきではないと思います。「フェ

イストウフェイス」で愛情をも

って生徒に接してほしい。 

・教職員への負担については、更

に低減を目指してほしい。 

 


